
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂版６年上例題解説 第 15回                    中学受験のヘクトパスカル 

 
(1)  

同じ道のりを， 

父は２歩で，子は３歩ですから，  

父と子の歩幅の比は，歩数の逆比になります。 

 
1

2
 : 

1

3
 = 3 : 2  

 

  

(2) 歩幅×歩数＝道のり（速さ） 

父は３の歩幅で４歩進み， 

子は２の歩幅で５歩進みますから， 

父と子の速さの比は， 

 (3x4):(2x5)= 6 : 5 

 

 

(3) 父と子の速さの比は 6:5 ですから， 

進んだ道のりの比も 6:5 です。 

すなわち，右の図のように父が⑥進んだとき追いつきます。 

子の 60歩の道のりは､ 2x60=120 ですから， 

道 6-5=①が道 120 にあたります。 

     ↓ 

⑥は 120x6=道 720 

父の歩幅の比は３ですから， 

歩数は， 720÷3＝240(歩) 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3:2 

6:5 

240歩 

 

 

  

 

道 120 

道⑥ 

道⑤ 

(3)の別解はテキスト参照 
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動く歩道の速さを□m/分とすると，「動く歩道」の上を歩くときの 

兄と弟の速さの比は， 

(分速 90m＋□)：（分速 60m＋□)＝
1

6
：
1

8
＝④：③ 

右の線分図の赤線部分において， 

 (4-3=)①が(90-60=)30m/分にあたりますから， 

  兄の図で計算すると， 

□＝30x4-90＝30(m/分) ⇒ 

 分速 30m・・・動く歩道の速さ 

 

 

 

兄が「動く歩道」の上を 1分間に進む距離は，  

 30+90=120(m) 

駅～デパート間を兄は 6分かかっていますから， 

 120x6=720(m)・・・駅～デパート間の距離 

 

 

兄 

弟 

 ④ 

 ③ 

分速 90m 

分速 60m 

分速 30m 

 ① 

動く歩道の速さ・・・分速 30m 

駅からデパートの距離・・・720m 
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B と Q を結び，EF との交点を R とします。 

R は常に BQ上にあり Q と一緒に動きます。 

（※R を Q の影（シャドー）と考えます。） 

 

三角形 BFR と三角形 BCQ の相似比は， 

 60：(60+30)=2:3 より， 

FR:CQ＝2:3  

  

   

    ↓ 

 3x
2

3
=2(cm/秒)・・・R の速さ 

３点 B，P，Qが一直線上に並ぶのは， 

P と Rが出会ったときですから， 

60÷(4+2)=10秒後 

 

 

 

Q 
P 

R ③ ② 
R は Q の

2

3
の速さで移動する。 

10秒後 

 


